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関西活性化へ、企業誘致に動く
地域に根ざす企業として、関西活性化と電力販売増をめざし、企業誘致活動に
取り組む関西電力。他電力と異なり営業部門における実動部隊の一員として、
日々最前線で顧客のために手を尽くす営業マンの姿を追った。
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情報通信設備運用監視センター

データセンター 箕面森町の予定地を確認する片岡（左）

　

箕
面
森
町
の
ケ
ー
ス
で
は
、
大
阪
府
の
産
業

用
地
の
公
募
情
報
を
入
手
し
て
Ａ
社
に
提
案
。

一
度
は
断
ら
れ
た
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

関
電
不
動
産
開
発
の
力
も
借
り
て
用
地
取
得
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
「
お
そ
ら
く
Ａ
社
さ
ん
は
他
の
企
業
か
ら
も

情
報
を
入
手
さ
れ
て
い
た
は
ず
。
そ
れ
で
も
最

終
的
に
我
々
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

の
は
、
４
年
間
物
件
情
報
を
交
換
し
て
信
頼
関

係
が
築
け
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。『
関
西
電

力
が
紹
介
す
る
土
地
な
ら
』
と
信
頼
し
て
い
た

だ
き
、
先
輩
方
と
築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
に
基

づ
い
て
お
役
に
立
て
た
と
き
は
大
き
な
達
成
感

が
あ
り
ま
す
」

急
増
す
る
Ｄ
Ｃ
ニ
ー
ズ

　

近
年
、
片
岡
ら
が
特
に
注
目
し
、
重
点
的
に

誘
致
活
動
を
進
め
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）
だ
。

　

Ｄ
Ｃ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
や
デ

ー
タ
通
信
用
装
置
の
設
置
・
運
用
に
特
化
し
た

施
設
。
企
業
は
こ
れ
ま
で
社
内
シ
ス
テ
ム
に
情

報
を
蓄
積
し
直
営
管
理
し
て
き
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
普
及
で
急
速
に
情
報
量
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
管
理
コ
ス
ト
や
情
報
漏
洩

リ
ス
ク
の
低
減
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
情
報
蓄
積

の
受
け
皿
と
な
る
大
型
Ｄ
Ｃ
の
新
規
立
地
が
活

発
化
し
て
い
る
。

土
地
は
千
三
つ
、
縁
の
も
の

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
立
地
に
至
っ

た
事
例
の
中
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
も
の

も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

例
え
ば
本
社
工
場
の
移
転
先
を
探
し
て
い
る

大
阪
府
内
の
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
現
本
社
工
場

か
ら
10
㎞
ほ
ど
の
近
場
に
立
地
予
定
だ
っ
た
別

の
企
業
が
進
出
を
断
念
。
こ
の
情
報
を
い
ち
早

く
掴
ん
だ
片
岡
が
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
有
望
な

移
転
先
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
「
近
場
の
土
地
情
報
を
入
手
し
、
速
や
か
に

対
応
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
と
り
で
、

従
業
員
の
通
勤
に
支
障
の
な
い
エ
リ
ア
に
対
す

る
強
い
ニ
ー
ズ
を
感
じ
、
す
ぐ
に
反
応
で
き
た

た
め
。
ま
さ
に
『
土
地
は
縁
の
も
の
』
を
地
で

行
く
成
功
例
で
し
た
」

　

一
方
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
箕
面
森
町
へ
の
セ

ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
移
転
検
討
例
で
は
用
地
探

し
が
難
航
し
、
用
地
決
定
に
至
る
ま
で
４
年
近

く
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
土
地
は
千
三
つ
─
─
千
回
ご
提
案
し
て
も

ニ
ー
ズ
に
合
う
の
は
三
つ
し
か
な
い
と
い
う
世

界
。
特
に
事
業
用
地
の
場
合
、
広
さ
や
坪
単
価

を
は
じ
め
、
道
路
条
件
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況

な
ど
、
各
企
業
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

ぴ
っ
た
り
と
条
件
に
合
う
土
地
を
探
す
の
は
至

難
の
業
で
す
」

交
通
至
便
の
産
業
団
地

　

大
阪
中
心
部
か
ら
北
へ
車
で
約
30

分
。
箕
面
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
、
山
間
の
道
路
を
少
し
進
む

と
、
目
の
前
に
広
大
な
造
成
地
が
現
れ

た
。
こ
こ
は
大
阪
府
が
開
発
し
た
箕
面

森
町
の
第
３
区
域
（
企
業
用
地
ゾ
ー
ン
）。

新
名
神
高
速
道
路
箕
面
と
ど
ろ
み
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
３
分
と
い
う
立
地
で
京
都
や
神
戸
と

も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
る
な
ど
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
が
好
評
を
博
し
、
既
に
全
区
画

販
売
を
終
了
し
て
い
る
。

　

造
成
地
の
一
画
に
降
り
立
っ
た
。
山
林
を
渡

る
風
が
心
地
い
い
。
大
阪
市
内
よ
り
２
〜
３
℃

は
涼
し
い
印
象
だ
。
大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン
Ａ
社

が
、
関
西
エ
リ
ア
の
１
次
加
工
を
担
う
セ
ン
ト

ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
が
古
く
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、

移
転
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

現
地
を
案
内
し
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
た
の

は
、
関
西
電
力
営
業
本
部
地
域
開
発
部
門
企
業

立
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
片
岡
亮
介

だ
。
営
業
所
勤
務
を
皮
切
り
に
、
原
子
力
発
電

所
立
地
地
域
で
地
元
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
活
動
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
光
通
信
の

販
売
、
秘
書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験

し
て
、
４
年
前
か
ら
現
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

企
業
訪
問
の
日
々

　

関
西
電
力
が
企
業
誘
致
活
動
を
始
め
た
の

は
、
電
力
小
売
部
分
自
由
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た

約
20
年
前
。
関
西
経
済
の
活
性
化
と
電
力
需
要

の
掘
り
起
こ
し
を
目
的
に
、
電
力
会
社
に
は
珍

し
く
営
業
部
門
に
実
動
部
隊
を
置
き
、
自
治
体

と
も
連
携
し
て
産
業
用
地
の
紹
介
を
進
め
て
い

る
。
現
在
の
部
員
は
本
店
勤
務
が
片
岡
含
め
９

人
、
東
京
駐
在
が
２
人
。
総
勢
11
人
で
全
国
を

飛
び
回
っ
て
い
る
た
め
、
席
を
温
め
る
暇
も
な

い
。

　
「
日
々
の
業
務
は
、
と
に
か
く
企
業
訪
問
。

お
客
さ
ま
を
訪
問
し
て
ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
立
地

を
ご
検
討
で
あ
れ
ば
相
応
し
い
用
地
を
探
し
て

ご
提
案
す
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
す
」
と
い
う

片
岡
、
訪
問
件
数
は
月
に
30
〜
40
件
だ
と
か
。

　

も
ち
ろ
ん
闇
雲
に
訪
問
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
事
前
に
ニ
ー
ズ
把
握
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
、
電
力
契
約
担
当
者
と
の
連
携
行
動
、
今
後

伸
び
そ
う
な
業
界
に
対
し
仮
説
を
立
て
た
上
で

の
訪
問
等
々
。
大
手
企
業
は
本
社
を
東
京
に
置

い
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
片
岡
も
週
に
１

度
以
上
は
東
京
出
張
。「
体
力
勝
負
の
面
も
あ

る
」
と
笑
う
。
各
自
治
体
と
の
情
報
交
換
も
欠

か
さ
な
い
。
定
期
的
に
訪
問
し
て
、
企
業
ニ
ー

ズ
の
伝
達
や
自
治
体
の
優
遇
制
度
を
確
認
す
る

な
ど
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。
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題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
飛鳥・奈良・平安・室町・安土桃山時代……古代より日本の「都」
だった関西ですが、明治維新の東京遷都、戦後の高度成長期に
おける東京一極集中の加速により、長く低迷。今、インバウンド景
気や25年の大阪･関西万博など上昇の兆しが見えるなか、今号の
テーマは「持続可能な地域づくりと活性化」です。
中野雅至さん、佐野真由子さん、荒木秀之さんにお集まりいただ
いた［鼎談］では、地域社会の現状、活性化の課題や今後の方
向性について議論いただくとともに、続く［オピニオン］では、「自律・
自治」「都市」「エネルギー」という地域活性化をめぐる側面につい
て識者・専門家に提言をいただきました。
東京一極集中でなく地方分散へ、関西電力は、エネルギー事業
者・公益企業、そして地域の持続的発展を牽引する拠点企業とし
ての役割を求められるなか、［かんでんFocus］では、活性化の一
端を担う営業本部地域開発部門責任者に、企業誘致や地域冷
暖房等まちづくりの取り組みについて訊くとともに、［現場力⤴最前
線］では、実動部隊の一員として企業誘致に動く営業マンの姿を
追いました。
持続的な地域活性化に必要なのは担い手であり、他地域と異な
る独自性です。［Person］では、故郷を元気にすべくUターンして
国内外観光客向けのゲストハウスを運営する若きオーナーを取材。
また［旬発NIPPON］では、ファースト天神とラストキャッスルのある
まち・京都府南丹市を訪ねました。
抜けるような青空と黄金色の稲田、燃え盛る紅葉──色とりどりの
豊かな秋に、日本の各地もそれぞれの色を打ち出し美しく咲き誇る
ことを願って、新しい『躍』をお届けします。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
https://www.kepco.co.jp/yaku/
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日
本
国
内
の
Ｄ
Ｃ
は
従
来
、
首
都
圏
に
立

地
・
集
積
し
て
い
た
が
、
一
極
集
中
は
マ
ズ
い

と
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
関
西
に
も
立
地
し

た
い
と
い
う
企
業
が
多
く
、
片
岡
の
も
と
に
も

国
内
外
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
や

電
話
が
相
次
い
で
い
る
。

　
「
電
力
会
社
に
と
っ
て
Ｄ
Ｃ
は
、
大
容
量
の

電
気
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
非
常
に
魅
力
的
な

お
客
さ
ま
。
我
々
は
こ
う
し
た
Ｄ
Ｃ
立
地
の
ニ

ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
土
地
・
電
力
・
通

信
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ご
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ

が
関
西
電
力
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
と
好
評
で
、

『
関
西
で
Ｄ
Ｃ
立
地
を
検
討
す
る
な
ら
関
西
電

力
に
相
談
す
る
と
い
い
よ
』

と
知
れ
渡
っ
て
い
る
よ
う
で

す
」

経
営
判
断
の
お
手
伝
い

　

片
岡
の
企
業
訪
問
に
同
行

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
訪
ね
た

の
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
Ｄ
Ｃ

ビ
ル
な
ど
の
賃
貸
・
管
理
業

務
を
行
う
京
阪
神
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
社
。
Ｄ
Ｃ
ビ
ル
事
業
を

手
が
け
て
30
年
以
上
の
実
績

を
持
つ
老
舗
企
業
で
、
大
阪

取材・編集／田窪由美子

市
内
に
６
棟
、
吹
田
市
に
１
棟
の
都
心
型
Ｄ
Ｃ

ビ
ル
を
保
有
し
て
い
る
。
同
社
が
郊
外
型
Ｄ
Ｃ

の
立
地
も
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
訪
れ
た
片

岡
。
応
対
し
て
く
れ
た
多
田
順
一
取
締
役
（
管

理
統
括
兼
企
画
部
長
）
と
、「
大
阪
都
心
は
通

信
網
の
結
節
点
。
Ｄ
Ｃ
に
は
最
適
だ
が
、
も
う

土
地
が
な
い
」「
既
存
の
Ｄ
Ｃ
ビ
ル
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
手
も
あ
る
の
で
は
」
な
ど
と
情

報
交
換
に
余
念
が
な
い
。

　

ひ
と
し
き
り
や
り
と
り
が
続
い
た
後
、
多
田

氏
に
関
西
電
力
へ
の
評
価
を
聞
く
と
、「
Ｄ
Ｃ

に
と
っ
て
安
定
し
た
電
力
供
給
は
絶
対
に
譲
れ

な
い
ポ
イ
ン
ト
。
大
阪
都
心
の
Ｄ
Ｃ
用
地
が
枯

渇
し
、
範
囲
を
広
げ
て
探
す
こ
と
も
必
要
な
状

況
だ
が
、
で
き
れ
ば
関
西
電
力
さ
ん
が
商
売
さ

れ
て
い
る
エ
リ
ア
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
つ

な
が
り
を
き
ち
ん
と
維
持
し
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
そ
ん
な
多
田
氏

の
言
葉
に
「
非
常
に
あ
り
が
た
い
」
と
頭
を
下

げ
た
片
岡
は
、
こ
う
言
葉
を
結
ん
だ
。

　
「
企
業
に
と
っ
て
用
地
取
得
は
重
要
な
経
営

判
断
。
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
大
い
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一
社
で
も
多
く
の
企
業
が
関
西
に
投
資
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
真
心
の
こ
も
っ
た

ご
提
案
で
お
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
」

上司の岡島（左）と打合せ

京阪神ビルディングの多田取締役（左）のもとを訪問

京阪神ビルディング
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